
        きょうかいがっこうコーナー                  ２０２０年１０月２５日(日) 

ねんかんだい３０の主
し ゅ

日
じつ

           きょうのふくいん マタイ２２・３４～４０ 

 みなさまおげんきですか。せんしゅうのはなしのなかで、ひとをほめましょう、ということをおぼえていますか。 

おもいだして、ひとをほめることができたでしょうか。ひとをほめることができたとき、じぶんもうれしいきもちになりました 

でしょう。 

 

マタイ 22・３４～４０ 

そのとき、ファリサイはのひとびとは、イエスがサドカイはのひとびとをいいこめられたときいて、いっしょにあつまった。そのうち

のひとり、りっぽうのせんもんかが、イエスをためそうとしてたずねた。「せんせい、りっぽうのなかで、どのおきてがもっともじゅう

ようでしょうか。」イエスはいわれた。「「こころをつきし、せいしんをつくし、おもいをつくして、あなたのかみであるしゅをあいしな

さい。」これがもっともじゅうような、だいいちのおきてである。 

だいにも、これとおなじようにじゅうようである。「りんじんをじぶんのようにあいしない。」りっぽうぜんたいとよげんしゃは、この

ふたつのおきてにもとづいている。」 

 

 きょうのふくいんしょでは、せんしゅうとおなじようにイエスさまをためすしつもんをせいしょのせんもんかがしました。 

「りっぽうのなかでどのおきてがだいじですか」 

そのとき、イエスさまがせんしゅうとおなじようにピッタリとしたこたえをなさいました。「からだぜんたいでかみさまをあいし、

かみさまのためにはたらきなさい」とそしてもうひとつだいじなおきてがありますといいました。「りんじんをじぶんのようにあ

いしなさい」と 

 

わたしたちはイエスさまをとおして、かみさまからあいされていることを、まいにちのできごとのなかにしって、かんじていま

す。じぶんとおなじように、りんじんであるまわりのひとたちも、もちろんかみさまからあいされています。 

じぶんのようにというのは「あいてのたちばにたって」おもいやり、やさしく、たすけあい、ゆるしあうことです。それは、かみ

さまをあいすることになります。 

 

まいにち、かみさまからあいされていることをおもいだしながら、まわりのひとをだいじにすることをじっこうしながら、かみ

さまのあいのわをひろげようと、イエスさまはのぞんでおられます。 

 

かみさまはいま、こころにかけているたくさんのひとがいます。そのひとたちをわたしたちにまかせています。「じぶんができ

ることをして、たすけてあげてください」といわれているようなきがします。 

 

どんなことができるのでしょうか。かんがえてみましょうね。じぶんにはなにができるのでしょうか。 

せんしゅうとつづけて、まわりのひとをほめることは、とてもたいせつなことですが。。。 

 

おしらせ 

11 月８日と１１日、それぞれのごミサのすぐあとに「七五三」のしゅくふくがあります。じぶんのちくのミサのときに、ぜひき

てくださいね。 

 

１２月２５日クリスマスの子どものミサは ごごの 2 じからです。 


